
AXIES-JPCOAR連絡部会の
情報基盤スタッフ向けRDM教材

紹介
＠NIIオープンフォーラム2023（2023/5/30）

元⽊正和（東北⼤学）
古川雅⼦（国⽴情報学研究所）
⻘⽊学聡（名古屋⼤学）



教材作成について
• 本教材は、AXIES-RDM部会とJPCOARの共同作業の成果です。
• コアメンバー

• ⻘⽊学聡（名古屋⼤学）
• 古川雅⼦（国⽴情報学研究所）
• 元⽊正和（東北⼤学）

• 寄与者（意⾒照会など）
• ⼩林裕太（千葉⼤学）
• 関進（理化学研究所）
• ⻄薗由依（⿅児島⼤学）
• ⾇本現（理化学研究所）
• 松平拓也（⾦沢⼤学）

（注：所属は当時）



組織的RDM⽀援の例
（東北⼤のポリシーの解説より）

• デジタルプラットフォームの提供等，適切な研究データ管理に資する環境の整備
や，機関リポジトリ等の公開プラットフォームの提供等，研究データの利活⽤を
実現するに適した研究データ公開のための環境の整備．

• 本学構成員に対する本ポリシーの内容や上記環境整備に関する周知，本ポリシー
に基づく研究データの管理，公開の推進のための啓発，働きかけ及び⽀援．

• 研究分野の特性や研究データの性質等を踏まえた各部局における具体的な実施⽅
針等の策定．

• 研究データの管理や公開に関して留意すべき法令，契約，本学が定める規程に関
する情報提供や教育研修，知的財産の保護や共同研究・研究データの管理・公開
等にかかる契約など，法務に関するアドバイス等の提供．



情報基盤系スタッフ向けRDM教材制作⼿
法の検討
• 既存の教材を修正して使えると、時間と労⼒を節約できる。
• 必要なものは、１）研究データ管理に関する⼀般知識、及び、

２）研究者がどのような⽀援を要求するか、そして、３）その
⽀援内容。
• → 研究者向けの教材を出発点とするのがよさそう。
• →アンケートを実施し、重要項⽬を客観的に把握する。
（教材制作の詳細：情報基盤系教職員向け研究データ管理（RDM）教材の検討・制作 , 元⽊ 正和, 古川 雅
⼦, ⻘⽊ 学聡, 研究報告インターネットと運⽤技術（IOT） 2022-IOT-56(15) 1-8 2022年2⽉28⽇、
http://id.nii.ac.jp/1001/00216663/
）

http://id.nii.ac.jp/1001/00216663/


教材の構成
• 00-情報基盤スタッフ向けの研究データマネジメント_始めに 
• 01-情報基盤スタッフ向けの研究データマネジメント_研究前

_DMP
• 02-情報基盤スタッフ向けの研究データマネジメント_研究中_

保存
• 03-情報基盤スタッフ向けの研究データマネジメント_研究中_

収集・分析・整理
• 04-情報基盤スタッフ向けの研究データマネジメント_研究後_

データ公開
（研究者⽤教材のだいたい半分のボリューム）



ユースケース (1/4)
（例：DMP作成にあたっての相談）

学認LMS

研究者⽤
RDM教材

情報基盤向
RDM教材

研究者 情報基盤系
教職員

①学習
③学習

②問い合わせ

④回答



①研究者⽤RDM教材からの抜粋 (2/4)

情報基盤系教職員に
質問がきます！！
回答準備必要です。

http://id.nii.ac.jp/1458/00000247/



③情報基盤スタッフ向け教材からの抜粋
（研究者と共通理解必要事項） (3/4)

注：pdf版,ppt版のみ



③情報基盤スタッフ向け教材からの抜粋
（情報基盤スタッフ⽤事項） (4/4)



学認LMS版の教材



課程修了でバッジ



組織としての教材活⽤イメージ（参考）
• 東北⼤では本年10⽉よりGakuNinRDMの利⽤を広く学内に連

絡予定。
• 同時に、学認LMSの研究者⽤教材の活⽤⽅法の周知も予定。
• →研究者からの質問に対応する必要から、情報系教職員は本情
報基盤スタッフ向けRDM教材でRDM関連事項を学習しておく。

（学認LMSでの学習時間の⽬安は約1.9時間です）



最後に教材の置き場所など
• JPCOARのリポジトリ （pdfとpptxファイル）
https://doi.org/10.34477/0002000210

• 学認LMS化したもの
https://lms.nii.ac.jp/

•情報基盤スタッフ向けRDM教材について、様々にご活⽤くださ
い！！

https://doi.org/10.34477/0002000210
https://lms.nii.ac.jp/

